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厚生労働省からの通知

米国の 同時多発 テ ロ に関す る厚生労働 省か ら の

通知で , バイ オテ ロ につ い て 記載があ っ た もの は

平成 1 3 年 1 0 月 4 日付けの 通知 が最初で あ っ た .

こ の 通知で は感染症発生動向調査 (感染症 サ
ー ベ

イ ラ ン ス 事業) の 分析の 充実 と, 各医療機関に お

ける適切 な対応 ･ 処置 につ い て 依頼す る旨が記載

されて い た .

続い て , 厚生労働省結核感染症課 か ら平成 1 3

年 1 0 月 11 日付けで , ｢ 国内に お ける生物テ ロ 事

件発生を想定 した対応 につ い て+ の 事務連絡が あ

っ た . そ こで は
, ｢ 感染症 の 予防及び感染症 の 患

者に対する医療に 関する法律+ (以下 ｢感染症法+

と い う .) に お い て全 数把握 の 四類感 染症 と定 め

られて い る炭痘 に つ い て , 米国で の 状況 をふ ま え,

感染者を発見 した場合は直ちに最寄りの 保健所に

届け出を行う と同時に国立感染症研究所 に情報提

供 を行う こ と にな っ て い る .

感染症 と炭痕

感染症法で定 め られた
一

類感染症 と二類感染症

は法律に基づく 入院が必要なた め ,
一

類感染症 に

つ い て は第 1 種指定医療機関 (新潟県で は新潟市

民病院) , 二類感染症 に つ い て は 第 2 種指定医療

機関 ( 新潟 県で は新潟市民病院, 県立新発田病院,

長岡赤十字病院, 県立六 日町病院, 県立中央病院,

佐渡総合病院の 6 病院) で対応する こ と にな っ て

い る . 感染症 法で 炭痕 は 四類感染症 で ある た め ,

法律に基づ く入院の 必要は なく, どの 医療機関で

も取り扱う疾患 と位置付けられて い る .
こ の た め

炭痘は どの 医師も診察する可能性が ある と い う こ

とを留意 して おく必要があ る .

生物テ ロ に使用される可能性が

高い感染症の分矩

厚生労働省か らの 平成 1 3 年 1 0 月 1 1 日付けの

通知で , 生物テ ロ に使用さ れる可能性が高い 主な

感染症 と して天 然痘, 炭痕 (肺炭痕) , ペ ス ト (柿
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ペ ス ト) , ボツ リヌ ス 毒素が指摘された .

天然痘 : 既 に根絶され た疾患 と い う こ と で感染

症法上の 分類か ら外れて い る が, 危険

度 が高 い ウイ ル ス で あるた め
,

一

類感

染症に 匹敵するような扱い に な る の で

は な い か と考 えられて い る .

炭痘 (肺炭痘) : 四類感染症

ペ ス ト ( 肺 ペ ス ト)
一

類感染症

ボツ リ ヌ ス毒素 : 食中毒

乳児ボツ リ ヌ ス 症 は 四類感染

症

診断から届 出

従来は感染症法 に基づ き, 医師は 四類感染症 に

つ い て は診断 して か ら 7 日間以内に保健所 に届出

を し,
一

類
･ 二類 ･ 三類感染症 に つ い て は, 診断

後直ちに保健所に届ける こ と と な っ て い る . しか

し なが ら今回の ｢ 国内に お ける生物テ ロ 事件発生

を想 定 した対応 に つ い て+ で は こ れら 4 つ の 疾患

(天然痘 , 肺炭痕, 肺 ペ ス ト, ボツ リ ヌ ス 毒素) に

つ い て は, 確定診断 が終 わ っ て か らで はなく , 堤

い の 段階で 届出をするよう に と依頼 して い る . 特

に天然痘 に つ い て は, 実際に診察 した こ と の ある

医師は い な い と考 え られる の で
, 水痘 ( 四類感染

症 であり定点か らの報告) の成人 で の 発生 を診断

した際に, 疑わ しい と思 われ るもの に つ い て は報

告をするよう にお願い して い る .

当係で は これ ら の 通知 を固か ら受 け取 り, 各医

師会を通 じて会員 の 医師の方 々 に周知 して い ただ

い た と こ ろ で あ る . ま た
, 感染症 指定医療機関,

保健所 にも同様の 通知を送 っ て い る.

新潟県での対策

新潟県に おける 一 連の炭痘菌関連の 事件, 炭痘

菌等の 汚染の おそれの あ る郵便物等, 特に ｢ 白い

粉+ へ の 対応 に つ い て以下 に述 べ る ( 図 1) . 諺

当するもの が発見 された場合, 事件性 が強く疑わ

れ る ため
,
まず警察 へ 届け出て もら い , 警察が そ

の 不審物を採取 する . 警察か ら 当係に連絡があり,

地方衛生研究所等に検査 ･ 鑑定を依頼する こ と に

な っ て い る . 県警察本部に はバ イオ テ ロ に対 し対

応 でき る防護服 が数着装備されて い る .
た だ, 港

外か らの ダイ レ ク トメ
ー

ル 等, 全く ｢白 い粉+ が

認 め られない の に警察に通報 が ある ケ
ー ス が非常

に多い とい う こ ともあり, その よう な場合で の 出

動は現状で はな い との こ と で ある .

警察に検査 ･ 鑑定依頼を受けた ｢ 白い 粉+ につ

い て は
, 警察の 中の 科学捜査研究所 (科技研) の

方で も検査 は可能で はあ るが , 細菌等を採取する

た め の 安全 キ ャ ビネ ッ トが 装備さ れて い ない の

で
,
それが装備され て い る地方衛生研究所 (新潟

県で は保健環境科学研究所) で検査を行 っ て対応

する よう に と ( 厚生 労働 省 より平成 13 年 1 0 月

1 8 日) 依頼が あ っ た . た だし路上 に ｢白い 粉+ が

あり, 近く の 歩行者が次々 と倒れて い るような場

合は , 原因と して全く別 の も の が疑われ る の で ,

警察の 対応が 第
一

と なる .

また , 新潟市内に おい て は, 新潟市が 中核市と

い う こ とで 保健所 が独立 して おり, 検査所も独立

して い る た め , 市内で発生 し た事例 に つ い て は,

新潟市の衛生試験所で検査する . 新潟市を除く新

潟県内で発生 した場合は保健環境科学研究所で対

応する .

運び込まれ た 検体の 検査 で は, まずグ ラ ム 染

色 ･ ギム ザ染色 ･ 英膜 (芽胞) 染色 の 3 種類の 染

色 を行 い , 疑わ しい もの かどうか を確認する .
こ

の検査自体は 1 - 2 時間程度で完了する.
こ こで

疑 わ し い 結果 が 出た 場合 は , 更 に P C R ( p o ly -

m e r a s e c h ai n r e a cti o n) に よる炭 痕菌の 遺伝子解

析等を行い , 確定する .
こ の態勢は地方 で はまだ

十分 整 っ て い な い 可能性が あ る と の 意 見もあ る

が
, 平成 1 3 年 1 0 月 25 日に 開催された 国の講習

会で P C R 検査 に 必要な プライ マ ー を人手 する こ

と がで きた た め, 新潟県の保健環境科学研究所と

新潟市の 衛生試験 所の 両方で P C R 検査 が行 われ

るように なり, その 段階まで県で 対応する こ とに

な っ た . その 後, 国立感染症研究所に情報を提供

し
, 同時に検査を依頼する . 都道府県等衛生部局

は, 汚 染の おそれの あ る郵便物等が 発見された場

所に い た人 の リス トア ッ プ, 消毒, 正確な情報の
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都道府県等衛生部局( 汚奥の おそれの ある郵便物専ポ発見された番所に い た人の
リストアッ プ ､ また必要に応C}肖考 ､ 正 親な情報の捷供等)

地方衛生研究所等(菌検査 の実施 ･ 検鏡＋ p c R ) ※

当分 の聞､ 検疫所等におい ても支援

菌が不検出の 場合は ､

科学捜査研究所又は

科学警察研究所にお
いて必要に応じて科学
的検査 ･ 鑑定を実施

報告

菌を検出 ･ 未確定

照会

菌確定後の保健所等の対応

○医療機関の確保 ･ 紹介(事前にリストアップされた医療蔑関.) ストを基に 紹介)

○情報擾供等

○消毒等( 炭症菌に汚染され てい る可能性が非常に高い 場合等に実鼠 規模に
応じて 警察. 消防等の 関係機関と連携の 上､ 建物の 閉鎖等も含 め現場
に応 じた適切 な対応を実施)
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※可能であれば､ い わゆる白 い粉等の検体は警察と地方衛生研究所で 二分劃する｡ 原貝陀して① - ③の

順に検査 ･ 鑑定を進めるが
,
化学荊であることが明らか である場合に は警察が対応する｡

図 1 炭痕菌等の汚染の おそれ の ある場合の 対応
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提供等を行う . た だ し消毒は地方衛生研究所等で

行 われた染色試験 の 結果を見て 行う.

実際の 対応 に つ い て は, 汚染郵便物等の検査 の

結果, 白い 粉等が検出された場合, 発見 された場

所に い た方 々 に対 して警察がまず対処 し, 新潟県

庁で は警察と連絡を取り合い , そ の方々 の リス ト

ア ッ プを行う . その 後染色検査 の 結果を 1 時間ほ

ど待ち, 陽性で あ っ た場合は , 消毒, 検体の 採取

を行う. 検体 は鼻腔粘膜 , 咽頭拭い液か ら採取 し

た もの であ る . た だし鼻腔粘膜か らの 検出は あま

り当て に ならない 部分が あり, 陰性であ っ た と し

て も, 実際に は感染 して い る おそ れが あ る の で ,

今後検討 して い く必要が ある . しか し現段階で は

そ の場でで きる もの と して, 検体の 採取, 汚染さ

れた場所 の消毒, 炭痘菌に関する情報の提供 を行

い
, 必要に応 じて医療機関の 受診 に つ い て の 指導

も行う. 医療機関の 受診に つ い て は, 炭痕菌は四

類感染症で ある た め, どの 医療機関で も受け入れ

ると い う扱い に な っ て い る が, 原則 と して こ の よ

うな事件が起 こ っ た場合, 例えば人数が非常 に多

か っ た場合は, 1 つ の 医療機関で対応 で きない の

で
, 複数 の 医療機関の 協力を得 る こ とに なる . ま

た , 推奨で きる医療機関を尋ねられ た場合, 基本

的に はどの 医療機関で も対応 で きる が
, 感染症指

定医療機関は感染症に対する知識 や ノ ウ ハ ウ が十

分 にあ ると紹介する こ とが で き る .

実際に具合が悪 い と い う こ と で医療機関の 方 へ

掛かり に来た患者の検査 は, 基本的には染色も し

く は培養まで は病院また は検査機関で行 い , 極 め

て疑 わしい 結果が得られ た場合に は検体 を県の保

健環境科学研究所 に送付 し, P C R 検査 を行う こ と

に なる .

今まで の ｢ 白い粉+ に つ い て の 届け出数 は, 辛

成 1 3 年 11 月 16 日現在で新潟県の 保健環境科学

研究所に持ち込まれた事例 は全 部で 2 0 件で あ っ

た . こ の 2 0 件の うち実際検査 に至 っ た件数 は 6

件で あ っ た . 最初の 事例は心 当たりの ない 英国の

宝く じの ダイ レ ク トメ ー ル が届き, 警察に検査依

頼があ っ た と い うもの で あ っ た .
こ の ようなケ ー

ス が か なり の 割合で含まれて い るが , 実際に ｢白

い粉+ が付着も しく は封入 されて い な い 郵便物に

つ い て は検査せず開封 して返却した . また ユ ニ セ

フ が募金活動 と して ニ ュ ー

ヨ
ー

ク の 本部か らダイ

レ ク トメ
ー ル を世界各地に送 っ て い る と の こ とで

ある が
,
こ れは 同機閑の ウ ェ ブペ ー ジ にも記載さ

れて おり, 炭痘菌に汚染され た郵便物と間違わな

い ように と呼びか けて い る . 今後 こ の 郵便物が送

付されて 国民 に不安を招く可能性があ るの で, そ

れに対 する P R 等を検討 して い きた い . ま た, 新

潟 市の 衛生試験所 にて 行 われた 検査 に つ い て は ,

14 件の検査依頼 が あり, 実際の検査 に至 っ た事例

は 4 件で あ っ た . 以前, 新潟市内に お い て新幹線

内で ｢白 い 粉+ が 発見 され た と の 報道があ っ た

が , これ は新潟市の 事例 と して含まれて い る .

平成 13 年 1 1 月 1 7 日現在, 船舶 や飛 行機の 関

係機関 とも調整を行 っ て おり, 新潟に入港 して き

た船舶 にて発見 された ｢ 白い粉+ の 事例 に つ い て

は海上保安部 が責任を持 っ て検査所 (県で は保健

環境科学研究所) に運び込む こ と にな っ た . 新潟

空港に つ い て は, 新潟市内に ある ため , 新潟市が

対応する こ と にな っ て い る .

なお平成 1 3 年 1 0 月 30 日に輸 入感染症 に 関す

る研修会を開催し, バ イオテ ロ に関する講演を行

っ た .


